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1 は じ め に

牛の分娩時の事故を防止するため,分娩をコントロール

する方法や分娩を予知する方法が検討されている。藤本

ら"及び高橋ら')は分娩予知法として,分娩前に急激な低

下の見られる直腸温の測定が有効であることを報告してい

る。また,青木ら
1)は
分娩約24時間前からの腔温の低下を

認めている。

本試験ではこれらの結果を基にして,分娩予知に有効な

分娩前の体温の低下を体表温により捉えることを試み,瞬
時に体表温が測定できる放射温度計を用いて,夜間給餌 し

ている分娩前の牛体各部位の体表温を測定し,直腸温と比

較しながら分娩予知の可育レ性の有無を検討した。

2試 験 方 法

(D供 試 牛
1999年 2月 から2000年 6月 にかけて分娩 した福島県畜

産試験場繋養のホルスタイン種経産牛18頭を用いた。うち

2産以上の経産牛は9頭,初産牛は9頭であった。

飼料の給与は,日中分娩させるように午後 4時の 1回/
日給与とした。

2)測定方法
分娩予定日の 1週間前から毎日午後 4時に以下の項目に

ついて測定した。

1)体表温
放射温度計により,牛体の後方から約50111の間隔をとっ

て乳鏡部,後乳房,外陰部及び肛門部に照射して測定した。
なお,測定直前の牛の姿勢 (横臥又は件立)が体表温に影
響せず,かつ,測定しやすいことを考慮し,測定は牛体の

後方部位に限定した。

2)直腸温
棒状体温計を直腸に挿入し,5分後に読み取った。

3 試験結果及び考察

乳鏡部,後乳房,肛門部及び外陰部体表温の分娩前の推

移をそれぞれ図 1か ら4に ,直腸温の推移を図5に示した。

乳鏡部は35℃前後で,後乳房は34℃前後で推移し,特徴的
な変化はみられなかった。肛門部及び外陰部の体表温はそ

れぞれ39℃ ,375℃前後で推移し,肛門部は分娩 2日 前よ

り漸減する傾向が,外陰部は分娩 6日前と分娩前日に大き

な低下がみられた。一方,直腸温は395℃前後で推移 し,

分娩前日に平均で04℃の急激な低下がみられた。 このよ
うに,直腸温と同様な分娩前日の急激な低下は外陰部体表

温でのみ認められた。

外陰部体表温と直腸温の個体ごとの推移をそれぞれ表 1,

2に示した。分娩 2日前と前日の温度差は,外陰部体表温
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表 1 外陰部体表温の推移
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表 2 直腸温の推移

18頭中 5頭 (278%)で あり,外陰部体表温の方が分娩前

日の温度低下が明確であった。

次に,供試牛を初産牛と2産以上の経産牛とにグループ

分けし,外陰部体表温と直腸温の推移を図 6,7に それぞ
れ示した。 2産以上の経産牛は両者とも分娩前日に低下す

るのがみられたが,初産牛については,直腸温には分娩前

日の低下が認められたものの,外陰部体表温に分娩前日の

顕著な低下はみられなかった。

以上の結果から,外陰部体表温の測定値は分娩予知に利

用できるものと考えられた。ただし,初産牛については,

明確な低下を示さない個体が多いことから,外陰部体表温

単独での分娩予知は困難と思われた。

4 ま

ホルスタイン種経産牛18頭を用いて,分娩前の乳鏡部 ,

後乳房,外陰部及び肛門部の各体表温を放射温度計により

測定し直腸温と比較することで,体表温が分娩予知に利用

できる可能性を検討した。

外陰部の体表温の推移に,直腸温にみられる分娩前日の

急激な下降が認められたことから,分娩予知への利用の可

能性が高いと考えられた。しかし,分娩前日の顕著な下降

は,2産以上の経産牛でみられたものの初産牛では認めら

れず,さ らに例数を加えて検討する必要があると思われ
た。
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